
13:00~13:05

13:05~13:25

13:45~14:05

13:25~13:45

2026年 1月 30日（金）15:00申込締切

Microsoft Forms ※下記URL 又は 右記QRコード よりアクセスしてください。

https://forms.cloud.microsoft/e/U4bRSwKzCs

問合せ先

運営事務局 ：合同会社デロイト トーマツ

Ｅメール ：k_kajioka002@jtb.com  電話番号：080-8493-0359

担 当 者 ：カジオカ

受付時間 ：平日10:00～17:00

参加無料

申込方法

被災者援護協力団体の登録制度説明会
～産・官・学の視点から今後の災害支援体制のあり方を考える～
過去の災害では、経験豊かなNPOやボランティア団体が被災地に入り、被災された方に寄り添った支援をしてきました。

しかし、混乱している被災地にとって、初めて会う支援団体と、信頼しあえるまで時間がかかります。

この登録制度は、支援団体と地方公共団体とが、平時から、顔のみえる関係を作ることで、

災害時に官民連携による被災者支援が実現することを目指します。

講演及びトークセッション 13:00～14:30

プログラム

開催のご挨拶（事務局）

被災者援護協力団体の登録制度説明（内閣府）
本制度が求められている背景を「行政・自治体目線」でご説明します。

（登壇者）内閣府（防災担当）普及・防災教育・NPOボランティア連携担当 

澤 邦之 氏

2026年2月2日（月）13:00～14:30日時

対象

＜被災者援護協力団体＞

平時・災害時に支援活動をなされるNPO・ボランティア団体様

災害中間支援組織関係者・自治体防災担当様

オンライン100名（先着順）定員

今後の日本が目指すべき被災者援護体制のあり方
本制度が求められている背景を「学術機関・研究者目線」でご説明します。

（登壇者）大阪公立大学大学院文学研究科 人間行動学専攻 准教授准教授

菅野 拓 氏

民間企業から見た官民連携の重要性と本制度への期待
本制度が求められている背景を「民間企業目線」でご説明します。

（登壇者）株式会社モンベル 広報部課長代理 大塚孝頼 氏

14:05~14:25 被災者援護に係る「産・官・学」目線でのトークセッション
３名のスピーカーが産・官・学それぞれの目線で制度に対する意見交換を行います。

14:25~14:30 クロージングメッセージ/アンケート（事務局）

※ 開催者の都合により、本プログラムは予告なく変更する可能性がございます。予めご了承願います。

主催 内閣府



被災者援護協力団体の登録制度申請情報ページ・お問い合わせ

https://www.bousai.go.jp/kyoiku/bousai-vol/dantai-touroku.html

メールアドレス dantai-touroku@cao.go.jp

電話番号 03－5797－7924

担当部署 内閣府（防災担当）普及・防災教育・NPOボランティア連携担当室内

被災者援護協力団体登録制度担当 あて

大学院文学研究科 人間行動学専攻 准教授

文学部 人間行動学科

【研究分野・防災関連の経歴】

専門は人文地理学、都市地理学、サードセクター論、防災・復興政策。

NPOなどサードセクターの活動を継続的に調査・実践している。また、近年の

大規模災害を踏まえ、被災者生活再建支援手法のモデル化を行う。最近

の主な委員として内閣官房「防災庁設置準備アドバイザー会議」専門委員、

内閣府「被災者支援のあり方検討会 」委員、厚生労働省・内閣府「医療・

保健・福祉と防災の連携に関する作業グループ」参考人、石川県「令和6年

能登半島地震復旧・復興アドバイザリーボード」委員など歴任。

内閣府（防災担当）普及・防災教育・NPOボランティア連携担当 

参事官補佐

平成15年4月

令和3年7月

～令和5年5月

令和5年6月

～令和7年3月

令和7年4月～  

環境省入省（自然環境保全の行政分野を担当）

環境省福島地方環境事務所（除染仮置場等の管理・

原状回復を担当）

復興庁出向（福島の復興に向けた除去土壌の再生利

用等の調整を担当）

内閣府（防災担当）出向（被災者援護協力団体登

録制度等を担当）

ゲストスピーカー

スピーカー 内閣府 澤邦之氏

大阪公立大学 大学院文学研究科 菅野拓氏

ゲストスピーカー 株式会社モンベル 広報部課長代理大塚孝頼 氏

2003年に入社後、国際営業部、コンシューマー営業部を経て、2012年より広

報部に所属し、企業ブランド価値向上に向けたプロモーション戦略の立案・実行

および社会活動支援を担当。「アウトドア義援隊」として、災害現場での物資

輸送や避難支援活動に携わった実践的な経験から得た知見を活かし、現在

は、アウトドア活動の普及を通じた災害時対応力の向上と防災意識の醸成に

注力しており、社会全体のレジリエンス強化を目指す。 
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